
入場無料 事前登録制

【アクセス】

国連における環境活動を調整管理し、 国際協力を呼びかける
UNEP（United Nations Environment Programme＝国連環境計画）。
これまであまり知られてこなかったUNEPの活動について理解を深め、
世界へ向けて積極的な環境プロジェクトを発信していこう――。
今年設立された日本UNEP協会が、 日本の企業・団体とUNEPとの
パイプ役をつとめ、 初めての公開フォーラムを開きます。

ぜひこの機会にご参加ください。

日時：   2015 年 11 月17 日（火）

場所：   国連大学（UNU） ウ・タント国際会議場（３F）
　開場・受付14：45 /  開始15：20

主催：一般社団法人 日本UNEP協会

協賛：国連大学

後援：外務省・環境省

協力：公益財団法人 地球友の会

      　一般社団法人 UP

TEL: 03-3866-1193  FAX: 03-3866-7541  E-mail: info@j-unep.jp

一般社団法人 日本UNEP協会

〒103-0004 東京都中央区東日本橋 2-17-6

Japan Association for UNEP

～日本とUNEPの協力から生まれる環境プロジェクトの未来像～

日本UNEPフォーラム  2015

・ＪＲ渋谷駅から徒歩 10 分
・東京メトロ表参道駅（銀座線、半蔵門線、千代田線）
  B２出口から徒歩５分
・駐車場はありませんので公共交通機関をご利用ください

お申込み・お問合せ先



（ご参加の皆様へ）

＊事前登録制となっておりますので、 定員になり次第締め切らせていただきます。

＊当日は、 お名刺を２枚ご用意いただき、 開始10分前(15：10）までに受付を済ませてくださいますようお願いいたします。

＊プログラムの内容は都合により変更させていただく場合がありますので、 予めご了承ください。
＊詳細につきましては、 ホームページにて随時更新してまいりますのでご覧ください。　→ www.j-unep.jp

日本UNEP協会理事、 公益財団法人地球環境戦略研究機関（IGES）参与。
（2015年10月まで）気候変動に関する政府間パネル（IPCC）ビューロー委員。
UNEP事務局職員（環境アセスメント・情報局長など）のほか、
国連気候変動枠組条約（UNFCCC）委員会メンバー、
環境庁職員、 ケニア大使館環境アタッシェ、 OECD環境局職員、
国立環境研究所地球環境研究センター客員研究官、
東京工業大学・上智大学・大阪大学・京都大学非常勤講師、 環境省参与などを歴任。

（Takahiko Hiraishi）
平石 尹彦

蟹江 憲史

慶應義塾大学政策・メディア研究科教授、 東京工業大学大学院社会理工学研究科連携教授。
国連大学サスティナビリティ高等研究所シニアリサーチフェロー、
OECD環境政策委員会WPCID日本政府代表・ビューローメンバー、
国際交流基金センターと米国社会科学研究評議会による「安倍フェローシップ」プログラム委員、
Earth System Governance （Future Earth Core Project）科学諮問委員会メンバーなどを兼任、 
World Economic Forum Global Agenda Council委員、
欧州委員会 Marie Curie Incoming International  Fellow、
パリ政治学院客員教授などを歴任。

（Norichika Kanie）

【 14:00 ～　日本UNEP協会設立総会 … 3F 会議室 】
14:45　開場・受付 
15:20     フォーラム開会挨拶（日本UNEP協会代表理事　鈴木基之)
　　　  来賓挨拶 （外務省・環境省）
15:50　 講演(1)　蟹江憲史（慶応義塾大学教授） 「 国連 2030年アジェンダの採択と今後」
16:35     講演(2)    平石尹彦（元UNEP環境アセスメント・情報局長）    「UNEPと日本 」
17:10     日本UNEP協会からのお知らせ（日本UNEP協会事務局長　宮内淳）
17:20                        （休憩・移動）
17:35　レセプション （立食形式・2Fレセプションホール）
18:45　主催者・協賛者挨拶
19:00　閉会

プログラム

講演者紹介
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